


※全がん協部位別臨床病期別５年相対生存率（2010－2012年診断症例）

　令和２年度の当機構における各種がん検診精密検査（以下　精検）受診状況（令和３年６月15日現在）
がまとまりましたのでご報告いたします。
　令和２年度は、コロナ禍での検診となりました。例年お受けいただいていた時期に受診できなかった
り、医療機関で精検をすぐに受けることができなかったりと大変な１年となりましたが、まだ精検を受
けられていない方は、これからでも是非受診くださるようお願いいたします。

　主ながん検診の精検受診状況は別表１のとおりです。全体を見るとがん検診を受診して「精検が必要」
とされた方19,011名のうち79.0％にあたる15,010名の方が受診されました。そのうち477名の方にが
んが発見されました。
　国は、精検受診率の目標値を「90％以上」に設定しておりますので、現時点で「乳がん検診」だけが
目標達成していることになります。これからも精検を受診される方がいると思われますので、精検受診
率は高くなっていくことが見込まれます。
　
　別表１の右端にある「精検未受診者から推測されるがんの人数」について、胃がん検診を例に見てみ
ましょう。
　胃がん検診の受診者数は86,782名でその中で精密検査が必要と判定された方は、5,440名です。実
際に精密検査を受けたのは4,329名で、がん疑いを含む発見数は81名です。精密検査を受診した53名
に1名の割合でがんが発見されています。つまり、まだ精密検査を受診していない1,111名の中に、20
名のがん罹患者が隠れていると推測できます。その他のがん検診で同様に見てみると、大腸がん検診で
は75名、肺がん検診では18名、子宮がん検診では6名、乳がん検診では7名のがん罹患者が隠れている
と推測できます。

　次に、別表２各がん検診での発見時におけるステージ（がんの進行度）別５年生存率をご覧ください。
早期発見であればあるほど生存率が高いことが分かります。

　検（健）診は、検（健）診を受けて終わりではありません。精密検査の受診までが検（健）診です。

　まだ、お手元にがん検診の回報書がある方は、検診を受診し早期に見つかるチャンスを得たわけです
から、前向きに捉え是非早いうちに医療機関を受診してください。その際は、必ず回報書を医療機関に
お渡しください。
　せっかく受けたがん検診、有効に活用していきましょうね。
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　平成29年10月から、病院外のがん相談室として山形県がん総合相談支援センターが設置され、
がんかもしれないという不安、治療の選択、治療中や治療後の日常生活での心配や悩み、また、病
院では相談しにくい問題を抱えているがん患者さんやそのご家族の不安軽減を目指し、電話相談、
対面相談、出張相談、専門相談を行っております。さらに、令和２年度からは、新型コロナウイル
ス感染防止や離れた環境でのニーズにも対応するため、オンライン相談やオンラインサロンも加わ
りました。
　平成29年10月から令和２年度までのがん相談実績をまとめましたので報告します。

2. 相談の時期
　治療中、経過観察を含む「治療後」の件数
が半数を占めています。また、病院外の相談
室として活用されているため、病院選択や治
療選択などの情報を希望される「治療前」も
少しずつ増えています。

4. 専門相談件数
　内容に応じて随時日程調整を行い、各専門
相談へ案内しています。がん体験者のピアサ
ポーターを交えてのオンライン相談も実施
し、相談者のニーズに合った環境で行ってい
ます。

3. 年度別、主な相談内容（上位４つ）
　がん相談は、複数の問題が絡んでいるため
不安を抱えている方が多く、「不安・精神面の
問題」の割合が高くなっています。令和２年
度から５センターで相談対応となり、精検案
内の相談（施設の情報）が増えてきています。

山形県がん総合相談支援センター

1. 相談件数
　令和２年度は健康フェア等イベントが中止となり出張相談は減少しておりますが、電話・対面相
談件数は徐々に増加傾向にあります。治療方法や、状態の変化ごとに利用されるリピーターの方も
おり、揺れ動く相談者の気持ちに寄り添いながら対応しています。また、健康診断の問診からがん
相談を希望される方にも対応しております。

① 対応別相談件数 ② 年齢別相談件数

③ 相談者の性別

相談者の年齢は60歳代以上が半数を占めていますが、フ
リーペーパーへの掲載やホームページ閲覧などネット検索
の活用により、40、50歳代の相談も増えつつあります。

④ 相談者の続柄
がん患者本人だけでなく、ご家族や友人からの相談もあ
り、助言や情報提供など行っております。

　コロナ禍で以前のような対面相談が難
しい状況になりました。しかしピア（仲間）
の話を聞きたい、話をしたいという相談者
の希望があり、オンラインでのがん相談を
行っております。顔を見て話すことで解消
することもあり、目、耳、心を傾ける大切さ
を感じております。今後も継続していきた
いと思っておりますので、ご希望の方はお
電話ください。詳細につきましては、ホー
ムページをご確認ください。

　日本人の２人に１人ががんになる時代です。がんになっ
た時、がん体験者の情報が励みになります。日常生活で
の不安や悩み、困りごとなどを語り合う「がんサロン」を
開催しておりますので、一人で抱え込まずにお気軽にご
参加ください。詳しい日程につきましては、ホームペー
ジをご覧ください。

サロンのお知らせ

オンラインがん相談

がん相談実績

山形県がん総合相談
支援センター
ホームページ
https://www.yamagata-
yobou.jp/cancer/
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